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校長  下川 清一 

平成２９年度 学校経営計画及び学校評価  

１ めざす学校像 

【めざす学校像】    

全校一致のもと、誠実でやさしさと活力あふれる人間を形成する。 

 １ 一人ひとりの個性・才能を生かし、知力・体力を育成する。 

 ２ 自ら考え、責任ある行動がとれる人間を育成する。 

 ３ 誠実で品性の高い教養のある人間を育成する。 

 ４ 男女・民族・ことばの違いを越え、互いの人権を尊重し、平和を願う人間を育成する。 

５ 自然に親しみ、自然とともに生きることが大切だと思える心を育成する。 

２ 中期的目標 

【現状】 

 知識基盤社会の到来と情報通信技術の急速な発展、社会・経済のグローバル化や少子高齢化の進展など、日本の社会は大きく変化してきました。そのような

時代の中、教員に求められる資質能力について、自律的に学ぶ姿勢を持ち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を高めていく

ことのできる力、アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び）の視点から授業改善する力、「チーム学校」の考えの下、外部人材と連携して組織的・

協働的に取り組む力が必要であるとされています。 

 また、待ったなしの大学改革に始まり、高等学校の制度や大学入試制度のあり方を根本的に変える「高等学校基礎学力テスト（仮称）」、「大学入学希望者学

力評価テスト（仮）」や「新学習指導要領」に向けて、新しいカリキュラムも制定していかなければなりません。さらに少子高齢化が進行する状況の中、本

校にとっても志願者数の恒常的確保に向けての戦略的広報を展開していかなければなりません。 

 具体的に達成していくための中期的目標として、以下の３点を掲げます。 

１ 疑問（なぜ）から納得（なるほど）へと学びの質の変化に対応した学力の育成 

(１) 本校の生徒実態を踏まえた授業改善に組織的･計画的に取り組む。 

ア 学習効果は、「伝える能力」と「受け止める能力」のマッチングで左右される。できる限りミスマッチが生じないように、生徒のレディネスに応じた教育

内容を踏まえ、「わかる授業、充実した授業および創造性を育成する授業」をめざす。 

※授業アンケートの「授業の満足度」を毎年 90%(平成 28 年度:85%)以上にする。 

イ みらいスクール等を利用してオリジナルテキスト教材（含デジタル教材）の共有化を各教科･科目進めていくことで、効率化を図り、教材にかける時間を 

軽減していく。  

※ICT を活用した授業を実施した教員の割合(平成 28 年度:65%)を平成 29 年度には 70%以上にする。 

※学校評価アンケート｢施設･設備等の学習環境｣の肯定評価(平成 28 年度:80%)を平成 29 年度には 85%以上にする。 

（２）授業前の集中力を高めるために、朝の 10 分間読書を習慣化する。 

 ※取組み状況及び生徒の満足度を平成 29 年度には 80％以上にする。 

（３）ブックレットとして、自分が興味あることを調べて１冊のノートにまとめる。探求学習の第一歩として、学習に興味を持たせるのと、発表することで

プレゼンテーション能力も高める取組を行う。 

 ※取組み状況及び生徒の満足度を平成 29 年度には 80％以上にする。 

 

２ 夢と志を持つ生徒の育成に向けた指導計画の確立 

(１)「総合的な学習の時間」と LHR 等を有機的に連携させ、志学、人権教育等を総合的に行うことのできる「関倉型キャリア教育」の指導計画を確立する。 

ア 学年･進路指導部が軸となり、総合的な学習の担当者とも連携し、3年間を見通したキャリア教育を行う。 

※学校評価アンケート｢体験授業や授業以外の学習機会｣の肯定評価(平成 28 年度:80%)を平成 29 年度には 90％にする。 

※学校評価アンケート｢進路指導｣の肯定評価の肯定評価(平成 27 年度:81%)を平成 29 年度には 90%以上をめざす。 

イ 外部講師を総合的な学習の時間や LHR において積極的に招くとともに、生徒による振り返り･発表の機会を増やす。 

※学校評価アンケート｢講演・体験授業などの機会が多い｣の肯定評価(平成 28 年度:82%)を平成 29 年度には 90%以上にする。 

ウ 中学の３年間、高校の３年間の６年間をトータルに捉え、学習成績、部活動等のデータを一つにまとめ、新たに進路資料システムとして、ジャパン・ポ

ートフォリオを活用して学習指導・進路指導に役立てる。 

※難関大学合格者(平成 28 年度:国公立大学合格者数 134 名、東大、京大、阪大、神戸大の合格者数合計 31 名)を平成 29 年度に国公立大学合格者数 180 名

以上、東大、京大、阪大、神戸大等の難関国公立大学の合格者数合計 60 名以上(京大合格者数 10 名以上)に引きあげる。中でも６貫生の難関国公立大学

の合格者数を 20 名以上にする。 

(２) 学校全体としてグローバル人材に必要とされる英語運用能力（ﾘｽﾆﾝｸﾞ・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞの４技能）の育成に取組み、グローバル社会に貢

献できる人材を育成する。 

ア 英語によるコミュニケーション力の育成（リスニング・プレゼンテーション講習・放課後の校内留学） 

イ オーストラリアのホームステイ語学研修の内容を充実させ、生徒の英語力を向上させ、多様性受容力を高める。 

ウ ６貫生において、中学３年の３学期において、探求学習（中期留学・各テーマ別課題等々）を検討する。 

※実践的英語力の伸びを測定するのに、実用英語技能検定等を用いる。 

※留学に関する意識調査(文科省)の｢留学したい(国際社会への関心)｣の割合(平成 28 年度:60%)を、平成 29 年度には 75%以上にする。 

(３)キャリア教育の一貫として地域関係諸機関との連携を促進する。              

ア 保護者、地域関係者に対する生徒校内発表の場への参加呼びかけを拡大するなど地域との交流を図る。 

 ※学校評価アンケート｢生徒と保護者と地域の人たちとの交流｣の肯定評価(平成 28 年度:45％)を 29 年度には 60%以上にする。 

 

３ 安全・安心で魅力のある学校づくりのための組織の確立 

(１)保護者や関係機関との連携を強化するとともに、校内の教育相談体制を充実させる。 

※学校評価アンケート｢教育相談｣の肯定評価(平成 28 年度:85％)を平成 29 年度には 90％にする。 

(２)保護者に対して積極的かつ効果的な広報活動を行う。 

 ア 学校行事等の HP での紹介、学年だよりを充実させる。 

(３)生徒理解の促進と安心･安全な学校づくりのための体制の確立をめざす。 

ア いじめ対策委員会の活性化 

イ 学校保健委員会･安全衛生委員会の充実 
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ウ 緊急の場合に備えて全教職員がＡＥＤの使用法を学ぶ。 

 

４ 教員の授業力等の資質向上に向けた取組み 

（１）全教科・科目について、生徒による授業アンケートを年２回組織的に実施する。 

（２）各教科で研究授業・研究協議を実施する。生徒による授業アンケートの結果を教科会議で分析し、改善策を検討する。 

（３）校長主催の初任者（本校に初めて着任する専任教員及び常勤講師）研修を組織的に行い、学校をより活性化させる。 

（４）年度の必要性に応じて、教員研修として、複数回、人権研修・危機管理研修・教育相談研修等を行う。 

※学校評価アンケート及び授業アンケートを必ず２回実施する。 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校関係者からの評価】 

学校評価アンケートの結果と分析［平成２９年１月実施分］ 学校関係者評価 

○平成２９年度の学校評価アンケートについて、生徒からの回収率はほぼ

100％、保護者の方は 50％の回収率で、昨年度に比較して約 10％増の状況で

す。反省材料にしなければいけないところは、「本校への入学を友人・知人・

親戚などに勧めることができますか」という項目において中学生は 60％、高校

生は 50％ぐらいで、それ程良い評価にはなっていないということです。新しい

教育といわれる「グローバル化」・「アクティブラーニンクﾞ」などへの取組み

がどうかという点についても、まだ弱いなという印象を受けます。そして、本

校の行事の取組みですが、ここは学年の特色が出るかもしれませんが、高校１

年生の肯定評価が 40％ほどで低いかなというところです。最後の「学校の HP

をよく見ますか」という項目は、お子さんと親御さんの評価が対照的なところ

で親御さんはよく見ているが、生徒さんはあまり関心がないという結果になっ

ています。さらに、中学生でいえば、記述の中で、中学生は場所が離れている

ということで、自動販売機の設置を要望など校舎設備に関する項目が一番多

く、生徒と保護者の見方が違うという内容もあります。 

〇これらのアンケート結果から言えることは、伝統も重要ですが、時代の流れ

に沿った形、社会が要求している力を身につけさせなければならないと考えて

います。中学の入学者が減り、高校も若干の減りが見られる中、選ばれる学校

でなければならないと考えています。そのためには、120 周年の節目を迎える

中、再度ビジョンを確認し、今一度本校の魅力を戦略的に伝えていかなければ

なりません。魅力としては、この広大な土地のある環境の中、ゆっくりしっか

りと充実した六貫教育が行えるということ、同時に１１０年以上の歴史を未来

に伝えていくことも重要だと思います。また高校入試で安定して併願校として

位置づけされているのは、どのコースであってもクラブが自由にできるという

ことは、クラブの制限が多い私学の中、大きな魅力だと思います。勉強とクラ

ブの両立は永遠の課題とも言えますが、どれだけ選択しながらやるかが大事だ

と思います。本校の生徒は大変まじめで、勉強もクラブも行事も一生懸命やる

というようになかなか物理的な時間が取れないということがあって、日曜日は

休みにしてほしいということにつながると思います。在学中に将来の進路を見

据えた進路指導、私学ですので生徒(生活)指導はきっちりとやらせていただ

き、最後は人間教育を行う。このようなことを確認しながらも数値目標も立て

る必要がありますので、入学者数として、中学校で１2０名以上、高校で４８

０名以上という最低ラインを確保しなければいけません。今後恒常的に定員を

確保しながら、出口の進路実績も重要ということです。今年度は非常に検討し

てくれて、国公立で 194 名はでましたが、目標としては 200 名、京阪神は 50

名以上にする。また本校にきてしっかりやれば、関関同立レベルは行けますよ

というように持っていくように数値化を明確にすることが必要です。2番目に

この学校評価委員会の目的は、委員会で決まったこと話し合ったことを、理事

会・評議委員会や校内の企画・運営員会などで発信し、一つずつでも実現して

いかなければなりません。3番目は、生徒たちに対して弱いと指摘されている

ICT 化・グローバル化を進める教育課程についての検討を進めなければなりま

せん。 

第 2 回(平成 29 年 12 月 26 日  )  第 3 回(平成 30 年 4月 28 日) 

  

 学校評価アンケートの結果、特にとくに教職員の回答結果が気になりました。「私は、

授業のことも生徒のことも保護者のことも頑張っている。しかし、学校はダメだ」と

いった声が聞こえるような気がしました。いつでしたか、以前に、生徒に対して「私

はベストを尽くす、君たちもベストを尽くしてほしい」といった教員側の意気込みと

覚悟を生徒に示すことの重要性を感じましたが、今回のアンケート結果には、先生方

と管理職の間に深い溝のようなものを感じ、先生方から信頼される学校づくりをして

いく必要があるような気がしました。先生方も学校批判で終始することなく、先生方

が力を合わせ、それぞれができること、できそうなことに取り組み、よりよい関西大

倉をつくっていくという意気込みと覚悟をもって、ともに手を携え、互いに支えあい、

助け合って前に進んでいく、そんな学校づくりが求められているような気がしました。 

また、「中高一貫教育を効果的に行っている」という項目が高くないのは気になりま

す。」６貫生の独自性ということで、指導方法が違うこともあると思いますので、中

学は中学としての学校評価委員会を開いてほしいという意見もあります。関西大倉と

しての学園の評価という意味合いでは一緒にするべきですし、卒業した時点では一緒

に胸を張って卒業してもらいたいと思いますが、中学入試での魅力ある学校の広報と

いう観点からも必要でしょうし、中学（六貫）としての評価を高校と一緒にしてしま 

うと、何かあやふやなものになってしまう気がします。 

 関西大倉の中学校を受験する子の意志も曖昧なものになっているという話が前にも

あったように思います。基本的には国公立を目指す教育をされていて、国公立に行か

そうという親はいいのですけど、私立のそれなりの大学でもいいと考えている場合

は、先が見えにくいので、大学の付属を持つ中学を受けさせようとする親御さんもお 

られる。それで中学が減ってきていることもある。 

もう一度初心に帰って、六貫としてどう育てるかということを検討してほしいと思い 

ます。 

最後に、入試のパンフで、今年初めて部活動の紹介をされましたが、意外と中学生

は見ているますので、今までにない内容を打ち出されていますので、今後も継続して 

いただくようお願いしたい。それと部活動の紹介の記事が更新されていないことが多 

いので、学校のＰＲのためにもＨＰの更新もお願いしたい。 

でない人もいると思うんですけれど、もうそのことは忘れてここでできることを精一

杯やるぞ、第一志望で行った地元の友達を見返してやるぞといった発奮というものが

あれば良いと思います。 

 関西大倉中学は、６年間一貫として捉えていただいて、より特色を明確にしていっ

てほしい。まだまだ伸びていく要素はたくさんあるという熱意を感じていますので、

これからも頑張ってください。 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 
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(1) 本校の生徒

実態を踏まえ

た授業改善に

組織的･計画的

に取り組む。  

ア・わかる授業、

充実した授業

および創造性

を育成する授

業の推進 

イ・オリジナルテ

キスト教材の拡

充 

 (2) 授業前の集中

力を高めるため

に、朝の10分間

読書を習慣化す

る。 

（3）ブックレット

として、自分が

興味あること

を調べて１冊

のノートにま

とめる。 

 

 

（1） 

ア・本校の生徒実態を踏まえ、3年間を見通した学

習到達目標の点検を行う。各教科センターレベ

ルは確実にこなせるようにする。 

 ・弁論大会、ビブリオバトル等で探求する力や

プレゼンテーション能力を高める。 

・他校の実践的なアクティブラーニングﾞ型の授

業を見学し、その手法を学び教科活動に取り入

れていく。アクティブラーニングに関する委員

会を定期的に開催する。 

イ・各教科でオリジナル教材（含デジタル教材）

の共有化を進める。 

（2）  

ア・朝礼前の 10 分間を使って各クラス全員に読書

させることで、学習に取組む際の集中力を高め

る。 

(3) 

ア・探求学習の第一歩として、学習に興味を持た

せるのと、発表することでプレゼンテーション

能力も高める取組を行う。 

 

 

 

 

(1) 

ア・生徒授業アンケートの

肯定評価を 90%以上 

 ・ICT を活用した教員の割

合を 70%以上 

・学校評価｢施設･設備等

の学習環境｣の肯定評価

を 85%以上 

イ・オリジナル教材の共有

化の割合を 70％以上 

 

 

（2） 

ア・取組み状況及び生徒の

満足度を 80％以上にす

る。 

（3） 

ア・取組み状況及び生徒の

満足度を 80％以上にす

る。 

（１） 

ア アンケートによる全教科平均満足度は 86％で少

しずつは上昇している。また、ICT を活用した中学

の教員の割合は 80%、｢施設･設備等の学習環境｣の

肯定評価を 86%となりほぼ計画通り行うことがで

きた。（〇） 

イ 教科間、教員間でまだまだ差があり、共有はで

きていない。（△） 

 

 

 

 

（２） 

ア 全クラス・全員が実施、その満足度は 82％。（○） 

 

（３） 

ア ２年生全員が実施、その満足度は 86％。（○ 
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(1) 「関倉型キャ

リア教育」の指

導計画を確立す

る。 

ア・3年間を見通し

たキャリア教育 

イ・外部講師の積

極的招聘 

ウ・新たな進路シ

ステムの確立 

(2)グローバル社

会に貢献できる

人材育成 

ア・英語によるコミ

ュニケーション

力の育成 

イ・オーストラリア

海外ホームステ

イ研修の内容の

充実 

ウ・６貫生の中期

留学の検討 

(3) キャリア教

育の一貫とし

て地域関係諸

機関との連携

を促進する。 

 

(1) 

ア・１年生は学習習慣を身につける。２年生は学び

をより深く、より具体的にする。３年生は職場体

験等を通して社会とのつながりを学ぶ。総合的

な学習の担当が軸となり、学年･進路指導部と連

携し、3年間を見通したキャリア教育の計画をた

てる。 

イ・情操教育として芸術鑑賞や「生きること」とい

うような内容の講演を外部講師を活用してより

充実したものにする。 

ウ・校内実力や外部模試等のデータを一つにまと

めた冊子を作成し、その資料をジャパンポート

フォリオとリンクさせ、新たに進路資料システ

ムとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

ア・実用英語技能検定試験のｽｺｱ･資格の取得に向け

ての対策を講じる。 

イ・海外語学研修の機会の拡大及び内容を精査し、

事前・事後学習の充実を図りながら生徒の英語

力を向上させ、多様性受容力を高める。 

ウ・６貫生の中学３年次における３学期における

探求学習として、中期留学（含ニュージーランド

視察）等のプログラムを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

ア・保護者、地域関係者に対する生徒校内発表の

場への参加呼びかけを拡大するなど地域との交

流を図る。例：米作り体験実習、介護福祉体験、

職場体験等 

  

 

(1) 

ア・学校評価アンケート｢講

演・体験授業などの機会

が多い｣の肯定評価を

90％以上にする。 

 

イ・学校評価アンケート｢講

演・体験授業などの機会

が多い｣の肯定評価を

90％以上 

ウ・校内実力や外部模試等

のデータを一つにまとめ

た冊子として進路ノート

を作成する。  

 ・国公立大学合格者数を

国公立大学合格者数 180

名以上、東大‣京大‣阪大

‣神戸大等の難関国公立

大学を 60 名以上(京大 5

名以上)。 中でも６貫生

の難関国公立大学の合

格者数を 20 名以上にす

る。 

(2) 

ア・実用英語技能検定試験の

各学年での準 2級および 3級

の合格者を前年度比 15％増

にする。 

イ・「オーストラリアホーム

ステイ」の希望者を 30 人

以上。 

 ・留学に関する意識調査

(文科省)の｢留学したい

(国際社会への関心)｣の

割合を、75%以上 

ウ・探求学習プログラムを

開発し、中期留学場所を

検討する。 

(3) 

ア・学校評価アンケート

｢生徒と保護者と地域の

人たちとの交流｣の肯定

評価を 60%以上にする。

（1） 

ア 肯定評価は90％でほぼ予定通り実施することが

できた。（〇） 

 

イ 肯定評価は 85％で 90％には至らなかったが、内

容等の充実感については、生徒の評価は昨年以上

に高かった。今後はより一層内容を充実させる。

（△） 

ウ 進路指導部を中心に校務処理システムや模試等

のデータをベースにした進路ノートを作成した。

また、国公立大学合格者数は 193 名で、過去最高

を記録した。６貫生も難関国公立大学合格者数

として 18 名と検討した。（○） 

 

 

 

 

 

 

（2） 

ア 実用英語技能検定試験の各学年での準 2 級およ

び 3級の合格者は前年度比 15％増で計画通り実施す

ることができた。（○） 

 

イ 「オーストラリアホームステイ」の希望者は 40

名以上。｢留学したい(国際社会への関心)｣の割合

は 80%となり年々上昇はしている。（◎） 

ウ まだ検討段階でほとんど進んでいない。（△） 

 

 

 

 

 

（3） 

ア ほぼ計画通り実施することができた。また、そ

の肯定評価も 60％に達した。（〇） 

 



関西大倉中学校 

３ 

安
全･

安
心
な
学
校
の
た
め
の
体
制
確
立 

(1)校内教育相談

体制の充実 

(2)積極的かつ効

果的な広報活動

の実施。 

(3)安心･安全な学

校体制の確立 

 

(1) 

ア・カウンセラー2名配置により、より教員等との

連携でき、迅速かつ適切な指導ができる体制を

確立する。また、必要とする生徒を見立て、必要

とあれば他の専門機関を紹介する等の役割を担

う。 

(2） 

ア・学校ＨＰの充実及び小中学校・塾等の教育関係

機関との連携を図る。 

イ・昨年実施した中学入学入試のｗｅｂ出願の円

滑な実施と高校入試への移行も検討する。 

ウ・入試制度（含内容）についても検討する。 

(3) 

ア・いじめ対策委員会が中心となり、学校生活アン

ケート等をもとに生徒のケアー体制を確立す

る。 

イ・警報等発令時に加え下校時刻の変更時の緊急

メール配信の迅速化をはかる。 

 ・産業医(学校医)、社労士と連携する。 

ウ・より生徒の安全性を高めるために、新たに２台

のＡＥＤを設置（合計７台）して、救急救命講習

会も２回実施する。 

(1) 

ア・学校評価アンケート｢教

育相談｣の肯定評価を 80%

にする。 

(2)  

ア・新しいＨＰの立ち上げ

に向けてＨＰ委員会を発

足させる。 

イ・中学入試のｗｅｂ出願

をスムーズに行う。 

ウ・新たな入試制度を構築

する。 

 

 (3) 

ア・いじめ、セクハラ、体罰

等の早期発見や予防のた

めに、「いじめ対策委員

会」が中心となり、全生徒

に向けてのアンケート

（年２回）を行い、ケアー

体制の確立も図るという

ＰＤＣＡサイクルを確立

する。 

イ・緊急メールを迅速に行

う。 

 ・学校保健委員会を年間

３回 安全衛生委員会を

毎月実施 

ウ・救急救命講習会の参加

人数と実施回数。 

 

（1） 

ア 肯定評価は85％で適切に機能していると思われ

る。（〇） 

（2） 

ア ＨＰ委員会を発足させることができたが、具体

的な方向性までは議論することができなかった。

（△） 

イ 実施することができた。（○） 

ウ 提案はするが実現に至らなかった。（△） 

（3） 

ア 「いじめ対策委員会」が中心となり、全生徒に向

けてのアンケートを実施することができ、ケアー

体制の確立も図ることができた。（○） 

イ 緊急メールの配信を迅速に行うことはできた。

また、安全衛生委員会も毎月実施することができ

た。（○） 

ウ 救急救命講習会は２回実施することができ、今

まで講習を受講したことがない教員はほぼ全員参

加することができた。（〇） 

 

 

 
 

４ 

教
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
取
組
み 

(1)全教科・科目に

ついて、生徒に

よる授業アンケ

ートを年２回組

織 的 に 実 施 す

る。 

(2)各教科で研究

授業・研究協議

を実施する。生

徒による授業ア

ンケートの結果

を教科会議で分

析し、改善策を

検討する。 

(3)校長主催の初

任 者 研 修 を 行

う。 

(4)年度の必要性に

応じて、教員研修

として、複数回、

人権研修・危機管

理研修・教育相談

研修等を行う。 

 

（１） 

ア・全教科・科目について、生徒による授業アン

ケートを年間２回実施する。 

(2) 

ア・教科ごとに年１回の授業見学、さらに教科を越

えて教員相互授業見学と研究協議を行い、教科・

科目としての授業改善を図る。更に、全体研修会

を１回は必ず行う。 

(3) 

ア・時間割に組み込み毎週１回は必ず行う。 

 (4) 

ア・最低年 2 回は、教員研修として、人権研修・

危機管理研修・教育相談研修等を行う。 

イ・学校評価アンケート及び授業アンケートﾄ結果

による教員研修を必ず１回は実施する。 

 

(1) 

・生徒授業アンケートの肯

定評価について、2 回目は

10％上がるようにする。 

(2) 

・授業見学の実施。 

・教職員研修の実施。 

(3) 

・実施できたかどうか。 

（4） 

・実施した研修の回数 

 

 

 

（1） 

 生徒授業アンケートを２回実施することはできた

が、肯定評価としては 6％程度の上昇に終わった。

（△） 

（2） 

 実施できなかった。（△） 

（3） 

 計画通り実施することができた。（○） 

（4） 

 実施できなかった。（△） 

 

＊今年度はほとんどできなかった教員の資質向上の

ための研修を次年度は計画的に実施していく必要

がある。 

 

 


